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　昨年、私たち日本動物愛護協会では『かがや
けいのち！みらいちゃん』（今西乃子 著 / ひろ
みちいと 絵 / 岩崎書店）を協会推薦図書として
全国の教育委員会、私立の小学校・中学校、約
2,600 カ所へ献本を行いました。
　併せて全国の希望する小学校・中学校等へ著
者の今西乃子氏を講師として「命の授業」を行っ
ています。
　この物語は一頭の傷つけられた犬のお話です
が、決して動物愛護を押し付けるものではなく、

「命を傷つけるのも人間」「命を救うのも人間」
であって、行動次第でどちらの人間にもなるこ
とがあるということを教えてくれます。読後に
は動物だけではなく弱い立場のものを傷つけて
はいけない、と感じてもらえると思います。
　動物を好きな人、苦手な人、それぞれ子供た
ちの感情は違います。そんな様々な感情がある
中で、お互いのことを思いやり「救う側」「守
る側」の人に育ち、人にも動物にも優しい世の
中が形成されていくのではないかと考えます。
　私は、幼少期より動物、昆虫などが大好きで、
印象深かった本、皆様に読んでいただきたい本
をいくつか紹介させていただきます。
　『クワガタクワジ物語』（中島みち 著 / 筑摩
書房・偕成社文庫）ずいぶん昔の本ですが、私
は夏になると誰よりも早く起きて近所のクヌギ
林にクワガタを取りに行くのが大好きでした。
この物語は私のようにクワガタが大好きな少年
が、クワガタの飼育を通して様々なことを学ん
でいくお話です。現在のようなインターネット
社会ではなく、飼育方法も確立されていない中、
試行錯誤しながら小さなクワガタに愛情を注い
で大切に育てます。現在の飼育方法とは違う部
分もありますが、子供たちに小さな命へ愛情を
注ぐ大切さが伝わることと思います。

　『なまえのないねこ』（竹下文子 文 / 町田尚子 
絵 / 小峰書店）絵本になりますが、ある外で暮
らす猫のお話です。いろいろな猫にそれぞれの
名前が付いています。外で暮らす猫には名前が
ありません。名前がほしいと思う猫ですが…
　お話の最後にはこの猫が本当に欲しかった物
がわかります。印象的な絵と猫の目線でストー
リーが進んでいき、心が温かくなる絵本です。
読み聞かせなどにも良いのではないでしょうか、
子供たちに読んでもらい、または読み聞かせに
より、この猫が求めていたものを知って、優し
さや、温かさを感じてもらいたいと思います。
　『氷の海を追ってきたクロ』（井上こみち 著 /  
ミヤハラヨウコ 絵 / 学研プラス）平和である
ことが当たり前になっている日本ですが、今
から約 80 年前は第二次世界大戦の真っただ
中にありました。終戦になっても日本に帰るこ
とができず、シベリアで過酷な労働を強いられ
た人々もいます。そんな人たちの心の支えとな
り、つらい労働の中、皆に安らぎと笑顔を与え
てくれたのはクロという名の一頭の犬でした。
いよいよ日本に帰国するというときに、動物は
船に乗せることはできません。しかしクロは冷
たい氷の海に飛び込みます…
　戦争では多くの人も傷つきます。そして動物
たちも犠牲になります。いまも世界のどこかで
戦争や紛争、内戦が起きています。このような
実際にあった物語に触れることで、戦争の悲劇
や悲惨さを学び二度と同じ過ちは繰り返しては
いけないと考えてほしいと思います。
　動物のことを書いた本はたくさんあります。
その一部を今回は紹介させていただきました
が、この他にもたくさん感動する本があり、ノ
ンフィクションの物も多く、感情移入しやすく、
自分だったらどういう行動をとっただろう？な
どと思いを巡らせることが多々ありました。子
供たちも多くの本に触れて手に取って読んでも
らい、人にも動物にも優しい人に育ってほしい
と思います。（ひろせ あきひろ：公益財団法人 
日本動物愛護協会常任理事・事務局長）
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　会見小学校がある鳥取県南部町は、環境省に
よって生物多様性の保全上重要な「里地里山」
に町全体が指定されている全国でも数少ない町
である。富有柿や二十世紀梨の産地であり、近
くにはゲンジボタルの生息地もある。本校の児
童は総合的な学習の時間において、こういった
地域の宝について調べ、発信していく活動を毎
年行っている。児童数は 163 人。一つの学年
を除いて 1 クラスの単学級規模の学校である。
　さて、ここ 1、2 年で学校や教育を取り巻
く状況は急速に変化してきた。言うまでもなく
GIGA スクール構想による、1 人 1 台端末と
高速大容量の通信ネットワークの整備によるも
のである。これからの学校はこういった環境を
生かしつつ、主体的かつ個別最適化された学び
の場となっていくことが求められるだろう。で
はこれからの学校図書館、学校司書はどうある
べきか？ まずは今まで本校で行ってきた活動
を三つの機能に沿っていくつかあげてみたい。

読書センターとして
　小学校の国語の教科書には、各学年に必ず「読
書や本に関わる単元」が設定されているため、
自分の読書生活を振り返ることができるよう、
読んだ本を「よむよむ読書の記録」に書き留め
るようにしている。内容は、低学年は書名と著
者名、中学年は分類と一言感想が加わる、と
いった具合に学年によって書き留める内容を変
え、記録を１枚書き終わるごとに、その中で一
番おすすめの本についてコメントを書いてもら
い、本と共に掲示もしている。また、図書館で
100 冊借りた児童を「100 さつ名人」として、
認定証を渡す取り組みも行なっている。これは
単なる多読推奨ではなく、1 年間で 100 冊読
むことを目標に、自分のペースで読み進める励

みになればと行なっているものである。

学習センターとして
　学校図書館法に「学校図書館は教育課程に寄
与する」とあるように、図書館は学校の全ての
活動に関わるが、まずは授業支援が中心になる
と考える。効果的に支援を進めていくため、司
書教諭が中心となって年間指導計画等を整備
し、学校経営ファイルに載せると共に該当学年
に配布している。年間指導計画については、高
学年・中学年・低学年の 3 種類を作成し、読書
に関する単元、情報活用能力育成に関わる単元
を色分けし、一目でわかるようにした。また、
図書館が関わった活動を写真入りで紹介したも
のを、図書館に近い渡り廊下に掲示している。
これは下学年への意欲づけや先生方の授業の参
考になるようにと行っているものである。

情報センターとして
　情報活用能力の育成のための取り組みの一つ
として、本校では情報カードを活用している。
情報カードは集めた情報を整理するためのもの
で、書式を中学校と共通にしている。これは中
学校に進学後も同じ環境で使うことができるよ
うにとの配慮からである。また、「調べて知る
こと」に親しむ活動として、図書館で毎日１問、
百科事典（ポプラディア）を引くと答えがわか
る問題を出題し、10 問正解するごとに「ポプ
ラディアマスター認定証」を渡している。毎日
のように問題を解き、獲得した認定証が 30 枚
を超えた児童もいる。

GIGAスクール時代に 〜変わるもの、変わらないもの〜

　今、GIGA スクール構想を巡って、学校図書
館も変化が求められている。学校図書館のDX化、

安田美穗子

学校図書館の今、これから
 ～ ICT の活用と読む力の育成～
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というテーマが各研修会などでも多く取り上げ
られており、学校司書の間でも話題の中心は学
校図書館の GIGA スクール対応についてである。
　本校ではこの 1 年、デジタルツールを使って
図書館と児童を繋ぐということを意識してきた。
取り組みの内容として大きく分けると二つある
が、一つはカーリル「学校図書館支援プログラム」
の活用である。学校図書館に蔵書管理システム
は導入されていたが、館内に開放 OPAC などは
なく、児童が自分で検索することは出来なかっ
た。プログラム導入によって、児童は自分の端
末から自校の蔵書を検索できるようになった。
　もう一つは Google Workspace for Edu-
cationの各ツールの活用である。Googleドキュ
メントを利用したデジタルパスファインダーの
作成、Google フォームを活用したアンケートや
本の予約受け付けなど、図書館でも使える場面は
多くある。これらを Google サイトで作成した
図書館のホームページに載せることで、図書館が
持つ情報を一元化することができた。ホームペー
ジには、学習に役立つサイトのリンク集やジャム
ボードによる思考ツール、情報の探し方をまとめ
たスライドなども載せ、児童と教員のアカウント
でアクセスできるように限定公開している。

　また今年度は、図書委員会主催のオンライン
配信によるミニビブリオバトル大会を開催する
ことができた。児童集会の時間を利用して全学
級に配信し、児童は各教室のモニターで視聴。
投票は Google フォームで行なった。図書委員
会ではこのほか、おすすめ本の紹介を Google
スライドで作成し、図書館内に置いたモニター
でスライドショーにして流した。さらには前出
の地域の宝を取り上げた学習で、同じようにホ
タルの生息地である県外の小学校と Google 

Meetを使って取り組みの成果を発表し合った。
　このように ICT を活用することで様々な可
能性が広がっている一方、課題も感じている。
情報の取り扱いについて度々伝えてきたはずだ
が、ICT を活用して出来上がってきた成果物を
見ると、何が情報源かわからない作品が散見さ
れる。著作権の問題を含め、デジタル情報リテ
ラシーの育成については、これから学校図書館
が中心になって進めていく必要があるだろう。
学習センター・情報センターとしての役割はま
すます大きくなってきている。
　一方、今までと変わらず取り組んでいくべ
きこともある。それは「読む力の育成」である。
近頃、「どんな本を選んでいいのかわからない」
という児童が増えているように感じる。これ
は、学年に応じた「読む力」が身に付いてい
ないということではないか。今後ますます探
究的な活動が増えてくる中、批判的に読み解
くスキルが必要になってくると考えられるが、
そのためにはまず文章を読んで理解すること
ができなければならない。結局、巡り巡って
根幹は読みの力だと思い知らされているとこ
ろである。もちろん情報を手に入れる方法は
文字に限らない。動画や画像という方法が有
効な場合もある。しかし情報を得て思考する
には、自分の中で言語化しなければならない
し、その力をつけるには文章に触れるしかな
いと考える。語彙の獲得においても同様であ
る。そのためには様々な本に触れることがで
きる環境を整え、本を手に取るきっかけづく
りに加えて、一人一人にぴったりの本を見極
め、手渡していくことがますます重要になっ
てくる。その本をどう選ぶのか。デジタルツー
ルの活用もそうだが、学校司書もスキルアッ
プが求められている。一人で学んでいくのは
難しいが、幸いオンラインで学習できる機会
も増え、繋がることができる仲間が全国にい
る。子どもたちだけでなく、大人も多くの人
と繋がり、学び続けていければと思っている。

（やすだ みほこ：鳥取県南部町立会見小学校司書）
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　現場を去って早や 2 年が経とうとしていま
すが、小学校図書館に 15 年勤務していまし
た。臨時職員の立場で複数校兼務です。
　いずれの学校も学校図書館司書教諭が配置
されていなかったため、職名は学校司書です
が、自ずと、図書館経営や図書館利用指導だ
けでなく図書授業の計画や実施にも携わる形
となっていました。
　昔話・神話・世界名作・世界の民話・図鑑・
百科事典・国語辞典・漢和辞典・戦争文学・古典・
歴史・詩歌・落語・科学絵本・シートンやファー
ブルの科学物語・ノンフィクション・新聞・
年鑑・日本地理・世界地理・外国語・料理・
栄養・伝統工芸や食品加工等々教科書で扱う
テーマの調べ学習、教科書掲載作品の作家の
読み広げ、果ては方言・数詞・敬語のレッスン・
箸の扱いかた・二十四節気七十二候から座右
の銘まで、様々なテーマを、図書館にある資
料を使った授業として取り扱い、児童文学の
本だけではない図書館の本の奥行きを体験し
てもらう授業を用意していました。
　特別支援学級の授業では「自立」にかかわっ
てくる内容も視野に入れて、塗り絵や絵かき
歌の本、かるたやボードゲームなどを用いる
こともありました。
　ありがたいことに、図書の授業を楽しみに
してやってきて、顔を輝かせて教室へ戻って
ゆく子どもたちを見送ることのできた日々で
した。
　話す・書く活動も多く取り入れましたが、
やはりなんといっても、絵本や物語の読み聞
かせは、高い頻度で取り入れていました。
　低学年で、毛色の変わったところでは、友情・
誘拐・親からの自立と家族愛など複雑なテー
マが扱われているルース・エインズワースの

「ふゆのものがたり」（福音館書店）は、真剣
に聞き入る姿が印象的だった作品です。
　中学年では、絵本として刊行されているも
のも含めて安房直子の童話をいくつも聞いて
もらっていました。ファンタジーでありなが
ら、安房作品には、人生と仕事とのかかわり
の深さを感じさせるものが多く、キャリア教
育へと緩やかにつながっていく要素を持って
います。子どもが「働く」経験をリアルに感
じにくい時代にあって、あとがきにて、真面
目に働いて生きている人たちが損をするよう
な社会を見過ごせないことが創作の原動力に
なっていることをつぶやいておられた安房さ
んの、作品中ににじみ出るその思いが子ども
を揺さぶるのでしょう。
　高学年では、「十五少年漂流記」を何カ月も
かけて連ドラのように、朝の時間などを利用
して朗読していました。途中で数回「自分な
ら、現時点で誰を大統領に選ぶか」という投
票をします。だいたい、毎回選出されるキャ
ラクターが違っていたことが、子どもたちが
いかに物語に没頭しているかを表していたよ
うに思います。他に、「海底二万マイル」や「飛
ぶ教室」も、よく朗読で聞いて楽しんでもらっ
た作品です。
　また、借りかえ時の本選びの助けになれば
と、おすすめリストを整えていました。昔話
等を含む「日本の名作」、グリムやアンデルセ
ンから推理小説まで網羅した「世界の名作」、
詩歌や言葉遊びなどが入った「うつくしい日
本語」、科学絵本のほか地歴分野等も含む「ち
しきの本」、主に過去の課題図書・指定図書な
どからピックアップした「現代の名作」、この
５つのベスト１００リストを作成し「読んだ
よチェック」ができる欄を設け、子どもの個

本の中に流れている美しい時間
佐溝 美和子
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人ファイルに綴じていました。
　学校現場は、「効率化」という謳い文句で、
本来数値化しにくいことを数値化するための、
その後活用することはないような文書の作成
や確認に時間を取られる「非効率」な状態が
常習化していて、担任の先生がたは目の回る
ような忙しさです。待っていても、授業の打
ち合わせができる時間は確保できません。「こ
の本を使ったこんな授業はどうですか？」「こ
の時期なら、こんなことができますが」と学
校司書の側からどんどん提案していくように
していました。

　私は、学校教育を通して大人が子どもに手
渡したい内容をうんと端的に 3 行くらいでま
とめると「この世で生きていくのは簡単でな
いということを知ること。けれども世界は美
しく、かつ同じ時を行く人たちがたくさんい
て、だれかの助けを受けたりだれかを助けた
りする喜びが待っているということを知るこ
と」に尽きると考えています。
　本の中に流れている美しい時間は、それら
をつかまえる役割を果たしてくれると信じて
います。（絵本専門士・絵本カフェ店主：さみぞ
みわこ  →  https://ehoncafe.com/）

https://ehoncafe.com/
https://sites.google.com/view/michineko/%25E3%2583%259B%25E3%2583%25BC%25E3%2583%25A0
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